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東北大学附属図書館所蔵「名取屋文書」の解説と紹介 
曽根原 理 
 
1. 「名取屋文書」の解説 
1.1 名取屋について 
 安政 3 年（ 1856 ）名取屋第 9 代の甚三郎
（1794-1859）が大肝入あてに提出した文書（仙台
市博物館所蔵）などによると、名取屋の祖先の鶴本
久太郎は土佐出身で、近世初期に岩出山（現宮城
県大崎市）に移り、岩出山城主時代（1591～1603）
の伊達政宗に御用酒を献じるなど、城下の商人とし
ての由緒を持つという（別の伝承では、一時現在の
宮城県名取市高館にも居住していたともいう）。 
 名取屋は，酒屋第 5代にあたる初代甚三郎から油
屋も営み，その孫の代で酒屋第 7 代権右衛門と油
屋第 3 代善五郎の二つの家（酒屋・油屋）に分かれ
た。渋川春海の学統をうけ，仙台藩暦学・天文学史
上に名をとどめた名取春仲（1759～1834）は酒屋の
系統である。明治以降は家業を廃し，現在も子孫が
県内に多く居住している。 
 
1.2 名取屋文書受け入れの経緯 
 名取屋文書は，主に酒造業者名取屋の経営活動
などに関わる古文書類からなり，現在 55点，年代が
明記されたものとしては安永 6 年（1777）の「御塩問
屋甚三郎請状之事」以降，慶応年間に至る近世後
期の史料である。それが本学に収集された経緯は
未詳であるが，東北帝国大学の初代図書館長だっ
た林鶴一が収集し，現在も東北大学附属図書館に
保管されている「林文庫」「林集書」のうち，林集書に
「名取文庫」（113点・257冊）が存在する。林館長が
名取家から書籍を入手した際に，古文書もあわせて
収集されたという伝承が名取家の御子孫の間にあり，
『宮城県酒造史』（宮城県酒造組合発行，1962 年）
にも「東北大学附属図書館」所蔵の「名取屋文書」と
いう記載があること，加藤孝東北大学名誉教授の私
信に「小生以前東北大学に在勤の折り，東北の生ん
だ大学者名取春仲翁の史料を当時在った法文学部
奥羽史料調査部内で拝見いたしました」という記述
のあったこと（名取吉蔵氏の御教示による）から，大
正 7年（1918）に酒屋第 11代の名取三郎が名取文
庫書を寄贈した際に一緒に寄贈され，図書館から奥
羽史料調査部，東北文化研究室を経由して伝来し
たものかと考えられる。 
近年は所在不明となっていたが，2002 年 11 月，名
取家の御子孫の何度目かの要請により，曽根原が
図書館のみならず学内を捜索し各教官に情報提供
を依頼したところ，文学部の一室で保管されてきた
古文書の中から 50 点強の名取屋旧蔵文書が発見
された。ただし，『宮城県酒造史』に引用された史料
の全部が見つかったわけではないようで，なお捜索
の余地が残されている。 
 2004 年に，曽根原が仮目録作成に着手した。そ
の後，岩出山町史編纂室が，町史編纂のため調査
を行ない，同室高橋盛専門員が翻刻を作成した。今
回一部翻刻する資料は，高橋氏作成の翻刻をもと
に点検を加えて作成している。 
 
1.3 今後の計画 
 名取屋文書について，目録の改訂と翻刻の作成を
行った。これをもとに，内容別・年代順に整理した目
録の作成と，翻刻の点検作業を進めると同時に，①
史料画像のデジタル化，②翻刻文のコンピュータ入
力を行い，東北大学附属図書館のホームページに
おけるデータベース公開を準備したいと考えてい
る。 
 東北大学附属図書館では現在，画像に解説を付
した「貴重書展示室」，目録に画像を付した「狩野文
庫画像データベース」「和算資料全文画像データベ
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ース」，目録に画像・解題・参考文献等が付された
「夏目漱石ライブラリ」などが作成され，公開されてい
る。古文書としては「秋田家史料データベース」が，
目録に一部資料の画像を加え，サムネイル画像や
検索機能などに工夫して公開されている（曽根原・
照内弘通「本館所蔵秋田家史料の目録作成とデー
タベース化」『木這子』28-1，2003 年参照）。名取屋
文書については，秋田家史料データベースの方式
を基礎に，翻刻データを加えた形で公開したいと考
えている。 
 
【主要参考文献】 
・早坂芳雄編『宮城県酒造史』（宮城県酒造組合，
1962年） 
・名取吉蔵・名取浩昭『先代からのメッセージ－岩出
山名取家の流生通－』（私家版，1996年） 
・岩出山町史編纂委員会『天文暦学者 名取春仲と
門人たち』（岩出山町，2002年） 
・曽根原理「日本伝統文化遺産のデジタル化の現況
と展望－東北大学における歴史資源活用を中心
に－」（『国学研究』〈韓国・国学振興院〉12、2008
年） 
 
【付記】 
本稿は，平成 16 年度東北大学教育研究共同プ
ロジェクト成果報告書である『東北大学歴史資源ア
ーカイヴの構築と社会的メディア化』（東北大学大学
院文学研究科，2005年 3月）に掲載した拙稿「東北
大学附属図書館所蔵「名取屋文書」調査の経緯と
概要」をもとに，その後の成果などを補足して作成さ
れている（例時する翻刻については別な資料とした）。
整理作業に際しては，同プロジェクトの補助金を使
用し，画像のデジタル化と翻刻文の入力を学生アル
バイトで進めた。なお，名取吉蔵氏をはじめとする名
取家御子孫の方々，菊地優子氏ほか岩出山町史編
纂室（当時）の皆様の御協力，御高配を賜った。 
 
2. 「名取屋文書」の一部紹介 
【凡例】 
・紙幅の関係で，一部の資料を翻刻する。2005 年
の報告書とは異なる資料を選んだ。 
・末尾に全57点の一覧表を掲げた。2005年報告書
の資料と対応できる旧番号を表示した。 
・字体は原則として原史料の表記とした。 
・改行は必ずしも原史料に従わない。闕字や平出は
原史料に従った。 
・標題は原則として原史料の表記を尊重した。推定
の場合〔  〕で表示した。 
・排列は年代順を基本としたが，年代不明の文書に
ついては，推定により配した。 
・校訂注は〔  〕，私注は（  ）で表示した。 
・略字は適宜「より」「して」等に置き換えた。㊞印は
各々丸印・角印，欠損は欠損箇所を示す。 
 
（そねはら さとし， 学術資源研究公開センター・ 
史料館助教，附属図書館協力研究員） 
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【１】玉造郡岩出山新町御塩問屋甚三郎受状之事 
玉造郡岩出山新町御塩問屋甚三郎受状之事 
一 濱方より御塩拝借仕候儀、御代官様御継目判帳江御塩方御役人様御付渡を以、其月よ 
り六ヶ月目之廿日迄ニ、御金急度上納仕候上、段々御塩拝借可仕事、 
  附、右御通帳壱ヶ年切、御代官様年号御〆切可申受事、 
一 御塩賣方之儀相定御直段を以、少も無相違金代賣共二可仕候、尤升目肝曲不仕賣方可 
  仕候事、 
   附、代相場高下有之御直段通不足罷出候ハヽ御塩方御本〆様へ可申上候、惣而拙者 
共勤方之義右御本〆様御指図申受相勤可申事、 
一 拝借仕候御塩運欠損之節、如何様之儀損失并二火難水難等二會申共、御定月之通リ無異儀  
御代金上納可仕候、若難渋仕候ハヽ受人之者共より無滞拝借金之分急度弁納可仕事、 
   附、拙者共并二受人持高人数増減御座候ハヽ、受状早速相直シ可申事、 
一 隠塩賣買仕者ハ勿論、猥成ル儀無之様吟味可仕候、若右之類御座候ハヽ早速可申上事、 
   附、密塩共ニ心付御座候ハヽ御本〆様へ可申上事、 
一 御通帳金高三百五拾切へ受人両人塩受人両人都合欠損人相立、右受人之者共欠 損リ 
尤困窮仕候ハヽ欠 損申上、受人立替可申事、欠 損人分限不宜候ハヽ受人欠 損相 
増可申上事、 
欠損五ヶ條之通急度相守相勤可申候、為其受状之如此ニ御坐候、以上、 
       
高八十六文 家内男三人女三人 百切 玉造郡岩出山新町御塩問屋 甚三郎印 
高七百四十壱文 家内男弐人女壱人  四拾切 同郡同町御百性 受人太惣左衛門印 
高壱〆四百七十七文 家内男弐人女弐人  六拾切 同郡上ノめ村御百性 受入 十右衛門 
高壱〆七百廿八文  家内男三人 七拾五切 同郡下一栗村御百性 塩受人 茂右衛門 
高百三十三文 家内男三人女弐人  七拾五切 同郡同所本町御百性 塩受人 新助㊞ 
右五口合〆三百五拾切 同郡新町組頭 久左衛門㊞ 
                            同郡新町仮検断 権三郎 
                          同郡岩出山肝入 只右衛門印 
                          同郡上ノめ村肝入 万太郎 
                          同郡下一栗村肝入 甚左衛門 
安永六年四月 
大肝入 渋谷平右衛門殿 
 
【２】玉造郡岩出山町肝入検断乍恐奉願候御事 
玉造郡岩出山町肝入検断乍恐奉願候御事 
同所新町御塩問屋善五郎病死仕候間、跡代役吟味仕候處、右善五郎家督和助御塩問屋も相勤リ申候、尤
分限も相裏申儀無御座候間、右和助ニ御塩問屋被 仰付被下置度奉存候、尤岩出山御臺所塩も先善五郎
通帳之通ニ被成下置度奉存候、仍而受人等も吟味仕相立分限持高家内人数金積受状ニ相認指上候間、如願
之被 仰付候様被成下度奉存候、以上、 
                             新町検断 只右衛門印 
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寛政四年十月                       本郷肝入 半太郎㊞ 
大肝入 渋谷三右衛門殿 
 
右之通願申出候所、善五郎病死に付、家督和助人柄分限在之者ニ御座候間、右之者代御塩問屋ニ被仰付
被下置度奉存候、尤御塩拝借之義ハ此度被仰渡候通四ヶ月詰ニ無滞急度    三五度上納可為仕候間、
如願被成下度如斯申上候、已上、 
同年同月                      玉造大肝入 渋谷三右衛門印 
欠損次様 
 
金八拾切                      岩出山新町 御塩問屋 和助 
一同弐拾切                       同町百姓 受人 庄兵衛 
 
右之通申出候間、尚吟味仕候処、右和助右金高之通リ拝借被成下候而も指滞可申人柄分限に聞得不申、
仍御塩方本〆江取合候処指支不申由、旁々御塩問屋ニ被立下方と吟味仕相成候条、無御異義候ハヽ御聞
判被渡下度如此御座候、以上、 
                                  菱沼栄治㊞ 
寛政四年十月 
 二運治殿  
二瓶運治㊞ 
                             御代官衆 菱沼栄治㊞ 
                        御塩方本〆衆中 草刈市左衛門㊞ 
□□□□ 
御塩金請同衆中 阿部六郎兵衛㊞ 
□□□□ 
御塩受拂役衆 荒井寿輔印 
同年同廿七日 
 
【３】玉造郡岩出山本町新町御塩問屋甚三郎請状之事 
玉造郡岩出山本町新町御塩問屋甚三郎請状之事 
一 濱方より御塩拝借仕候節者御代官様御継目判通帳江御塩方御役人様御付渡を以、其月よ 
り四ヶ月目五ヶ月初迄御金急度上納仕候上、段々御塩拝借可仕事 
   附、右御通帳一ヶ年切年号御〆切可申請事 
一 御塩賣方之儀ハ相定ル御直段を以少シ茂無相違金代賣共ニ可仕、尤升目姧曲不仕賣方可 
仕事 
 附、代相場高下有之候ハヽ其段御本〆様江可申上候、惣而拙者共勤方之義者御代官 
様御本〆様御指図申受相勤メ可申事 
一 拝借仕候御塩運送之節、如何様之義損失并火難水難等ニ會申共、御定月之通リ無異儀御 
代金上納可仕候、若シ難渋仕候ハヽ請人之者共より無滞拝借金之分急度弁納可仕事、 
   附、拙者共并請人持高人数増減御座候ハヽ受状早速相直可申事 
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一 蜜塩等賣買仕者ハ勿論、猥リ成ル儀無之様吟味可仕候、若右之類御座候ハヽ早速可申上 
  事 
   附、蜜塩共ニ心付御座候ハヽ其段御本〆様江可申上事、 
一 御通帳金高百五拾切右江請人相立、右請人之者万ヶ欠損分限相衰申候ハヽ其品欠損請 
人立替可申事、 
 
右五ヶ條之通、急度相守相勤メ可申候、為其受状如斯御座候、以上、 
       
高八拾文 家内男弐人女三人 玉造郡岩出山新町 御塩問屋 甚三郎㊞ 
            高七文  家内男弐人女弐人       御百姓 右受人 庄兵衛㊞ 
〆金積百五拾切 新町検断本郷仮肝入 唯右衛門印 
享和三年二月 
大肝煎 樋渡藤吉殿 
 
右之通岩出山本本郷新町御塩問屋甚三郎御塩拝借受状指出申候間、如斯申上候、以上、 
                           玉造郡大肝入 樋渡籐吉印 
同年同月 
 伊右衛門様 
 
右之通被仰出候、以上、 
 二月                              本郷伊右衛門 
  
番
号
標題 年月日 差出/作成→宛先 形態 点数 備考 旧番
号
1 御塩問屋甚三郎受状
之事
安永6年4月 玉造郡岩出山新町御塩問屋甚三郎（以下10
名）→大肝入渋谷平右衛門殿
横帳 １綴 一部破損 28
2 玉造郡岩出山町肝入
検断乍恐奉願候御事
寛政4年10月 菱沼栄治（印）→二運治殿 横帳 １綴 34-
1
3 玉造郡岩出山本町新
町御塩問屋甚三郎請
状之事
〔享和3年2月〕 玉造郡大肝入樋渡藤吉（印）→伊右衛門様 横帳 １綴 34-
2
4 〔包紙〕 － － 切紙 １点 ウワ書「享和三年六
月廿八日／被仰付渡
候書入」
18
5 為登酒御下知写留覚 〔文化2年〕12月
9日
仮大肝入甚助（印）→岩出山仮肝入佐左衛
門殿
横帳 １綴 一部破損 46
6 酒屋甚三郎奉申上候
御事
〔文化3年11月〕 真山勇七（印）・石母田兵助（印）→大松沢丹
宮殿林珍平（印）
横帳 １綴 一部破損 38
7 玉造郡岩出山町御百
姓権右衛門申出候御
事
〔文化5年〕4月
14日
石母田兵助→ 折紙 １通 33
8 清酒屋甚三郎奉申上
候御事
〔文化5年11月〕 草刈源兵衛 （印）・石母田兵助（印）→大松
沢丹宮殿
横帳 １綴 一部破損 43
9 御上下御免被成下候
次第書上
文化8年12月 甚三郎→ 折紙 １通 29
10 〔江戸登酒収支等覚
書〕
文化13年2月 岩出山御他領出清酒屋甚三郎→ 横帳 １綴 『宮城県酒造史』p194
～
41
11 〔久助・甚三郎借用書〕 文政6年3月 借用人久助（印）・受合人甚三郎→本山御銅
山師津田七右衛門殿・同御同役笠原甚兵衛
切紙 １通 1
12 〔大河内龍之進借用
書〕（壱分判壱切也）
文政6年3月29
日
大河内龍之進（印）・口入下郡山勇太→名取
屋甚三郎殿
切紙 １通 3
13 〔岩出山御塩問屋甚三
郎借用書〕
文政6年7月2日 岩出山御塩問屋甚三郎（印）→長瀬御塩方
御蔵守直蔵様
切紙 １通 2
14 甚三郎乍恐奉願上候
御事
文政6年11月 岩出山本町御百姓甚三郎（印）→肝入庄七
殿
折紙 １通 15
15 〔大河内龍之進借用
書〕
文政9年3月 大河内龍之進（印）・口入請合菅谷之進→あ
ら町甚三郎殿
切紙 １通 31
16 清酒屋甚三郎乍恐申
上候御事
〔文政9年10月〕 金須長八郎→高分方御役人衆 横帳 １綴 40
17 〔上一栗村十蔵借用
書〕
文政10年2月 借用人上一栗村十蔵（印）・口入岩出山大内
嘉右衛門（印）→岩出山肝煎甚三郎様・七郎
様
切紙 １通 4
18 〔下一栗村孫左衛門借
用書〕
〔文政10年7月〕 下一栗村借用人孫左衛門（印）→岩出山新
町ノ甚三郎殿
折紙 １通 35
19 甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事（控）
文政10年10月 岩出山本郷御百姓甚三郎・与頭久蔵→本郷
肝入庄七殿
折紙 １通 32
20 清酒屋甚三郎乍恐申
上候御事
〔文政10年〕10
月9日
金須長八郎→ 横帳 １綴 一部破損 51
21 甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事
文政10年12月 岩出山本郷新町□□甚三郎・同所与頭久蔵
（印）→本郷肝入庄七殿
横帳 １綴 一部破損 39
22 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
12月10日 新町甚三郎→ 折紙 ２点 同一内容 24
23 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 １通 後欠 26
24 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 １通 後欠カ 19
25 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 ２点 23
26 〔高橋・戸田連名証文〕 文政11年5月 高橋勇次（印）・戸田嘉右衛門（印）→名取甚
三郎殿・笠原嘉兵衛殿
切紙 １通 5
27 〔高橋・戸田連名証文
写〕
文政11年5月 高橋勇治・戸田嘉右衛門→名取甚三郎殿・
笠原嘉兵衛殿
竪紙 １通 11
28 〔土御門家感状写〕 文政11年6月28
日ほか
安倍朝臣（花押影）→名取権右衛門殿 折紙 １点 綴じ穴あり、横帳の
断片か
12
29 〔絵図面〕 〔文政12年3月7
日〕
安積此西・宇和野利守→名取甚三郎殿 竪紙 １点 30
30 〔下一栗村松之助証
文〕
文政13年2月 下一栗村拝借人松之助（印）・同村口入運右
衛門→岩出山新町名取権右衛門様
切紙 １通 8
31 〔甚三郎口上書〕 文化13年2月 岩出山御他領出清酒屋甚三郎→ 横帳 １綴 『宮城県酒造史』p200
～
44
・標題や年月日は、原史料の標記を尊重した。内容等から推定した場合は〔　　〕で示す。
・排列は原則として年月日順とした。一部、内容や推定により排列した史料がある。
・2005年作成報告書所載論考に掲載した際の文書番号を、旧番号として掲載する。
名取屋文書　目録
番
号
標題 年月日 差出/作成→宛先 形態 点数 備考 旧番
号
32 〔婚礼用達金覚〕 文政13年4月 国井十郎左衛門（印）・岡[　　　　]（印）→名
取甚三郎殿
横帳 １綴 一部破損 13
33 当寒造り石高奉願上
候御事
〔天保2年11月〕 玉造大肝入遊佐甚之丞（印）→長八郎様
（印）・栄治様
横帳 １綴 一部破損 45
34 玉造郡岩出山本郷肝
入庄七申上候御事
天保3年11月 岩出山町肝入庄七（印）→大肝入遊佐甚之
丞殿
横帳 １綴 一部破損 47
35 三百石造清酒屋甚三
郎奉願上候御事
〔天保3年閏11
月〕
玉造大肝入遊佐甚之丞（印）→長八郎様 横帳 １綴 一部破損 42
36 〔荒町幸助借用取消
願〕
天保9年9月 借用人荒町幸助（印）・請合小関半三郎（印）
→名取甚三郎殿
竪紙 １通 9
37 〔名取甚三郎願書〕 嘉永1年12月 岩出山本町新町検断甚三郎（印）・玉造大肝
入遊佐甚之丞（印）→七郎左衛門様（印）
継紙 １通 10
38 民図帳 〔安政2年11月〕 高橋新十郎（印）・瀧川庄兵衛（印）→藤原権
太郎殿
横帳 １綴 包紙あり 36
39 清酒屋甚三郎奉願上
候御事
〔安政2年〕12月
9日
大肝入遊佐甚之丞→肝入甚吉殿 横帳 １綴 一部破損 49
40 先祖代々言伝等申上
候御事
〔安政3年〕 〔甚三郎〕→〔代官遠藤小三郎〕 横帳 １綴 綴ハズレ、旧クリップ
綴部分と別々か、
21
41 覚 安政4年6月 新町検断甚三郎→菅太夫様・利左衛門様 横帳 １綴 16
42 下書覚 〔巳年〕6月21日 瑞鳳寺看住雄心院→甚三郎様江 折紙 １通 書入「甚三郎様江御
内見」
22
43 再願之下書 安政4年12月 右同所検断甚三郎判→瑞鳳寺様御役者様 横帳 １綴 一部破損、端書「再
願之下書」、『宮城県
酒造史』p245～・294
50
44 〔岩出山本郷本町新町
検断手前筆紙ほか〕
安政5年7月 右同所本町新町検断甚三郎・同大肝煎遊佐
甚之丞→正輔様
継紙 １通 6
45 御役人武鑑（文久二年
春改）ほか
－ － （種々） ８点 道中図等、全て刷り
物
17
46 先年被仰渡候御書附
等写
〔文久3年8月〕 岩出山町肝入甚吉（印）→大肝入遊佐甚之
丞殿
横帳 １綴 48
47 清酒屋甚三郎奉願上
候御事
文久3年11月 右同所弾正様御誂造清酒屋検断甚三郎
（印）・同組頭并同人親類御役受合人熊蔵
（印）→肝入甚吉殿
折紙 １通 一部破損、後欠、『宮
城県酒造史』p256～
52
48 甚三郎子供権右衛門
乍恐奉願上候御事
〔元号未詳〕辰4
月3日
玉造大肝入千葉甚助（印）→兵助様 折紙 １通 37
49 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕
－ 横半帳 １綴 55
50 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕
－ 横半帳 １綴 54
51 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年2月〕
－ 横半帳 １綴 53
52 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕
－ 横半帳 １綴 56
53 大邑英子源春仲老書
（本朝佳節之翰墨）
〔年未詳〕春月
庚卯日
鄙邑一風野夫→ 切紙 １通 7
54 〔献上金割付覚〕 〔元号未詳〕13
年〔月日未詳〕
鹿野左市恭□（花押・印）・菅利左衛門伸弥
（花押・印）・石崎平太兵衛成□（花押・印）・
国井十郎左衛門喜□（花押・印）→名取甚三
郎殿
横帳 １綴 二丁のみ残存 14
55 〔妙典抜書〕 － － 冊子 １冊 20
56 〔甚三郎由緒等〕 － － 横帳 １綴 後欠、綴ハズレ 25
57 各種経費覚書 － － 横帳 １綴 27
